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信
託
へ
の
投
資
に
関
す
る
取
扱
い
の

検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

リ
ー
ス
会
計
基
準
は
新
規
の
形
と
す

る
方
向
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
２
月
14
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
９
５
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

第
４
９
４
回
親
委
員
会
（
２
月
10

日
開
催
）（
２
０
２
３
年
２
月
10
日

号
（
№
１
６
６
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
参
照
）
等
で
満
期
保
有
目
的
の

債
券
等
に
分
類
さ
れ
る
債
券
に
つ
い

て
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
を
適
用
す

る
提
案
に
対
し
、
債
券
を
フ
ァ
ン
ド

化
し
て
い
る
投
資
信
託
等
の
取
扱
い

を
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
聞
か
れ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
信
託
へ
の
投

資
に
対
す
る
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル

の
適
用
に
つ
い
て
、
審
議
が
行
わ
れ

た
。事

務
局
提
案

事
務
局
か
ら
は
金
銭
の
信
託
に
お

い
て
委
託
者
兼
当
初
受
益
者
が
単
数

で
あ
る
か
複
数
で
あ
る
か
、
ま
た
金

銭
の
信
託
か
金
銭
以
外
の
信
託
で
あ

る
か
に
分
け
た
う
え
で
、
Ａ
～
Ｅ
の

分
類
を
適
用
す
る
と
い
う
次
の
案
が

示
さ
れ
た
。

⑴　
金
銭
の
信
託
に
お
い
て
委
託
者

兼
当
初
受
益
者
が
単
数
の
場
合

Ａ
：
運
用
目
的
の
金
銭
の
信
託

現
行
の
取
扱
い
を
維
持
し
、
信
託

財
産
構
成
物
で
あ
る
債
権
は
予
想
信

用
損
失
モ
デ
ル
に
基
づ
く
貸
倒
引
当

金
を
控
除
し
た
額
を
も
っ
て
当
該
金

銭
の
信
託
の
貸
借
対
照
表
価
額
が
算

定
さ
れ
、
そ
の
評
価
差
額
は
当
期
の

損
益
と
し
て
処
理
す
る
。

Ｂ
：
満
期
保
有
目
的
の
金
銭
の
信
託

信
託
財
産
構
成
物
で
あ
る
金
融
資

産
（
満
期
保
有
目
的
の
債
券
）
に
対

す
る
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
に
基
づ

く
引
当
の
合
計
額
を
も
っ
て
当
該
金

銭
の
信
託
に
対
す
る
引
当
を
測
定
す

る
。

Ｃ
：
そ
の
他
目
的
の
金
銭
の
信
託

信
託
財
産
構
成
物
が
貸
付
金
等
の

債
権
ま
た
は
債
券
で
あ
る
場
合
、
予

想
信
用
損
失
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
引

当
の
測
定
も
し
く
は
減
損
利
得
／
減

損
損
失
の
当
期
損
益
へ
の
処
理
を
行

う
。
一
方
、
信
託
財
産
構
成
物
が
株

式
等
の
場
合
、
現
行
の
株
式
等
に
関

す
る
減
損
判
定
を
行
う
。

⑵　
金
銭
の
信
託
に
お
い
て
委
託
者

兼
当
初
受
益
者
が
複
数
、も
し
く

は
金
銭
以
外
の
信
託
に
お
い
て
受

益
権
が
質
的
に
異
な
る
も
の
に
分

別
さ
れ
て
い
る
ま
た
は
受
益
権
者

が
多
数
の
場
合

Ｄ
：
信
託
受
益
権
の
性
質
に
よ
る
分

類次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

①　
債
権
ま
た
は
債
券
と
同
様
の
性

格
を
有
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て

予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
に
よ
り
引

当
を
認
識
す
る
（
予
想
信
用
損
失

モ
デ
ル
対
象
）。
た
だ
し
、
代
替
的

な
取
扱
い
と
し
て
、
時
価
と
取
得

原
価
の
差
額
を
信
用
リ
ス
ク
の
変

動
と
み
な
し
、
当
該
時
価
が
取
得

原
価
を
下
回
る
場
合
に
は
当
該
差

額
を
も
っ
て
信
託
受
益
権
に
対
す

る
引
当
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
。

②　
株
式
等
と
同
様
の
性
格
を
有
す

る
場
合
、
株
式
等
に
お
け
る
現
行

の
減
損
モ
デ
ル
に
準
じ
て
減
損
処

理
を
行
う
（
予
想
信
用
損
失
モ
デ

ル
対
象
外
）。

③　
預
金
と
同
様
の
性
格
を
有
す
る

場
合
、
預
金
と
同
様
に
取
り
扱
う
。

Ｅ
：
Ａ
～
Ｄ
以
外

総
額
法
に
よ
り
信
託
財
産
を
持
分

割
合
に
応
じ
て
直
接
保
有
す
る
場
合

と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
、
個

別
の
定
め
は
設
け
ず
、
現
行
の
取
扱

い
を
維
持
す
る
。

専
門
委
員
の
意
見

専
門
委
員
か
ら
は
、
特
に
Ｄ
区
分

と
な
る
債
権
等
に
つ
い
て
、「
そ
の

他
目
的
の
な
か
に
新
た
な
区
分
を
作

る
こ
と
と
な
り
、
よ
り
複
雑
化
す
る

の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
な
ど
が
多

く
出
た
ほ
か
、「
金
利
が
下
が
っ
て

い
る
と
き
は
よ
い
が
、
金
利
上
昇
局

面
で
は
想
定
以
上
の
価
格
下
落
が
起

こ
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
懸
念
が
示

さ
れ
た
。

親
委
員
会
の
審
議

去
る
２
月
20
日
開
催
の
第
４
９
６

回
親
委
員
会
で
も
本
テ
ー
マ
が
審
議

さ
れ
、
委
員
か
ら
は
「
Ｄ
①
の
代
替

的
な
取
扱
い
は
、
実
体
を
表
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見

が
聞
か
れ
た
。

去
る
２
月
16
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
２
８
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

賃
貸
等
不
動
産
時
価
開
示
会
計
基

準
等
の
改
正

第
１
２
６
回
専
門
委
員
会

（
２
０
２
３
年
２
月
10
日
号
（
№

１
６
６
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
企
業
会
計
基
準

20
号
「
賃
貸
等
不
動
産
の
時
価
等
の

開
示
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
以
下
、

「
賃
貸
等
不
動
産
時
価
開
示
会
計
基

準
」
と
い
う
）
等
の
改
正
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
た
。

事
務
局
よ
り
、
前
回
提
案
か
ら
次

の
①
②
は
変
更
せ
ず
、
③
④
を
変
更

す
る
再
提
案
が
示
さ
れ
た
。

①　
棚
卸
資
産
に
分
類
さ
れ
て
い
る

不
動
産
以
外
の
も
の
で
あ
り
、
賃

貸
収
益
ま
た
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ

イ
ン
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
借
手

が
使
用
権
資
産
の
形
で
保
有
す
る

不
動
産
を
賃
貸
等
不
動
産
の
定
義

に
含
め
る
。

②　
賃
貸
等
不
動
産
時
価
開
示
会
計
基

準
等
の
対
象
範
囲
を
変
更
し
な
い
。

③　
賃
貸
等
不
動
産
の
定
義
を
満
た

す
使
用
権
資
産
に
つ
い
て
期
末
の

時
価
の
注
記
の
対
象
外
と
す
る
。

④　
賃
貸
等
不
動
産
の
定
義
を
満
た

す
使
用
権
資
産
の
貸
借
対
照
表
計

上
額
お
よ
び
期
中
に
お
け
る
主
な

変
動
に
つ
い
て
は
、
時
価
を
注
記

す
る
所
有
資
産
で
あ
る
賃
貸
等
不

動
産
の
注
記
事
項
と
は
区
別
し
て

注
記
を
行
う
。

専
門
委
員
か
ら
「
④
で
ど
の
よ
う
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資
本
市
場
関
係
者
の
基
本
的
な

役
割
④（
東
証
）

公
認
会
計
士 

市
川　

育
義

会
計・監
査・開
示

〝
来
し
方
行
く
末
〟

わ
が
国
の
証
券
取
引
所
は
、
金
融
シ

ス
テ
ム
改
革
の
ス
タ
ー
ト
段
階
で
あ
る

２
０
０
０
年
当
時
の
再
編
を
経
て
、
札

幌
証
券
取
引
所
、
東
京
証
券
取
引
所
、

名
古
屋
証
券
取
引
所
、
大
阪
証
券
取

引
所
、
福
岡
証
券
取
引
所
の
５
つ
の
取

引
所
に
整
理
統
合
さ
れ
、
そ
の
後
の
日

本
経
済
を
支
え
て
き
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
２
０
１
３
年
に

東
京
証
券
取
引
所
（
正
式
に
は
東
京

証
券
取
引
所
グ
ル
ー
プ
）
と
大
阪
証

券
取
引
所
が
合
併
し
て
、
㈱
日
本
取

引
所
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｐ
Ｘ
：Japan 

Exchange G
roup

）
が
発
足
し
た

こ
と
か
ら
、
２
０
２
３
年
２
月
時
点
で

は
、
４
つ
の
証
券
取
引
所
（
札
幌
、
Ｊ

Ｐ
Ｘ
、名
古
屋
、福
岡
）
と
な
っ
て
い
る
。

東
証
（
正
式
名
称
：
㈱
東
京
証
券

取
引
所
）
は
、
正
確
に
は
Ｊ
Ｐ
Ｘ
の

子
会
社
と
し
て
、
有
価
証
券
（
株
式
、

債
券
等
）
の
売
買
市
場
の
運
営
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
上
場
審
査
や
売
買
審
査

等
の
品
質
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
東

証
と
は
独
立
し
た
日
本
取
引
所
自
主

規
制
法
人（
兄
弟
会
社
）が
行
っ
て
い
る

（
以
下
で
は
説
明
の
便
宜
上
、
全
体
を

ま
と
め
て
「
東
証
」
と
す
る
）。

①　
東
証
の
現
状

東
証
は
、
わ
が
国
最
大
の
証
券
取

引
所
で
あ
り
、
国
内
外
の
投
資
家
か
ら

広
く
支
持
を
得
ら
れ
る
魅
力
的
な
市
場

に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
２
０
２
２
年

４
月
４
日
か
ら
新
市
場
区
分
（
プ
ラ
イ

ム
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
グ
ロ
ー
ス
）
を

始
動
さ
せ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
４
月
４
日
時
点
で
は
、

上
場
会
社
数
は
全
体
で
３
、８
２
３

社
（
プ
ラ
イ
ム
１
、８
３
９
社
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
１
、４
６
６
社
、
グ
ロ
ー
ス

４
６
６
社
等
）
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
３

年
２
月
７
日
時
点
で
は
、
上
場
会
社
数

は
全
体
で
３
、８
６
８
社（
プ
ラ
イ
ム
１
、

８
３
６
社
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
１
、４
４
７

社
、
グ
ロ
ー
ス
５
１
６
社
等
）
と
な
っ

て
お
り
、大
き
な
動
き
は
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
上
場
会
社

数
の
な
か
に
は
、
２
０
２
２
年
12
月
末

時
点
で
、
上
場
維
持
基
準
（
た
と
え

ば
、
流
通
株
式
時
価
総
額
（
プ
ラ
イ

ム
１
０
０
億
円
以
上
な
ど
）
や
流
通
株

式
比
率
（
プ
ラ
イ
ム
35
％
以
上
な
ど
））

に
適
合
し
て
い
な
い
会
社
が
全
体
で

５
１
０
社
（
プ
ラ
イ
ム
２
６
９
社
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
２
０
０
社
、
グ
ロ
ー
ス
41

社
）
と
多
く
の
会
社
に
及
ん
で
い
る
こ

と
や
、
こ
の
よ
う
な
経
過
措
置
に
期
限

が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
今

後
解
決
す
べ
き
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
皆
の

注
目
を
集
め
て
い
た
。

②　
実
効
性
向
上
に
向
け
た
検
討

こ
う
し
た
な
か
、
東
証
は
、
市
場

区
分
見
直
し
の
実
効
性
向
上
に
向
け
て
、

「
市
場
区
分
の
見
直
し
に
関
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
を
非
公
式
に
開
催

し
て
き
た
が
、
２
０
２
３
年
１
月
30
日
、

こ
れ
ま
で
の
議
論
に
つ
い
て
論
点
整
理

を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
東
証
の

対
応
方
針
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
、
公

表
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
、「
上
場
維

持
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
の
取
扱
い

等
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
パ
ブ
コ
メ

を
募
集
し
て
い
る
（
意
見
募
集
期
限
は

２
０
２
３
年
３
月
１
日
）。
こ
の
な
か
で

経
過
措
置
は
２
０
２
５
年
３
月
で
終
了

し
、
改
善
期
間
は
１
年
と
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。

③　
魅
力
あ
る
市
場
に
向
け
て

東
証
は
、
こ
の
よ
う
な
上
場
維
持
基

準
に
抵
触
し
て
い
る
上
場
企
業
に
対
す

る
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
上
場
維
持

基
準
へ
の
抵
触
の
懸
念
の
な
い
上
場
企

業
に
対
し
て
も
、
資
本
コ
ス
ト
を
意
識

し
た
経
営
の
推
進
な
ど
、
中
長
期
的

な
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
対
応
と
し

て
、
特
に
Ｐ
Ｂ
Ｒ
１
倍
割
れ
の
企
業
に

対
し
て
、
改
善
に
向
け
た
方
針
や
具
体

的
な
取
組
み
な
ど
の
開
示
を
今
後
求
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

東
証
が
魅
力
あ
る
市
場
に
生
ま
れ
変

わ
る
た
め
に
は
、
日
本
企
業
こ
そ
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
が
必
要
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
新
陳

代
謝
を
促
す
に
し
て
も
、
企
業
の
頑
張

り
に
期
待
す
る
し
か
な
い
。

に
区
分
す
る
か
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

を
結
論
の
背
景
に
記
載
し
て
ほ
し

い
」、「
貸
借
対
照
表
に
載
っ
て
い
る

も
の
の
時
価
注
記
は
利
用
者
と
し
て

有
用
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
去
る
２
月
20
日
開
催
の
第

４
９
６
回
親
委
員
会
で
も
本
テ
ー
マ

が
審
議
さ
れ
、
賛
成
意
見
が
多
く
聞

か
れ
た
。

適
用
時
期
と
会
計
基
準
の
開
発
方
法

⑴　
適
用
時
期

第
１
２
１
回
専
門
委
員
会
お
よ
び

第
４
８
７
回
親
委
員
会
（
２
０
２
２

年
10
月
10
日
号
（
№
１
６
５
７
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
で
の
事
務

局
提
案
同
様
、
会
計
基
準
の
公
表
か

ら
強
制
適
用
ま
で
の
期
間
を
２
年
程

度
と
し
、
早
期
適
用
を
認
め
る
と
の

案
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
反
対
意
見

が
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
開

草
案
の
個
別
の
質
問
事
項
と
す
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
３
年
は
必

要
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
挙

が
っ
た
。

ま
た
、
第
４
９
６
回
親
委
員
会
で

も
本
テ
ー
マ
が
審
議
さ
れ
、
２
年
と

い
う
事
務
局
案
に
賛
成
意
見
が
聞
か

れ
た
一
方
、「
シ
ス
テ
ム
対
応
が
本

当
に
間
に
合
う
か
気
に
な
る
と
こ

ろ
」
と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

⑵　
会
計
基
準
の
開
発
方
法（
新
規

ま
た
は
改
正
）

基
準
の
改
正
に
際
し
、
削
除
す
る

項
目
や
枝
番
と
な
る
項
番
号
が
多
く

読
み
づ
ら
く
感
じ
る
と
い
う
意
見
が

聞
か
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

現
行
の
基
準
の
改
正
と
い
う
形
で
は

な
く
、
新
し
い
会
計
基
準
・
適
用
指

針
と
す
る
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
他
基
準
の

参
照
の
確
認
な
ど
事
務
局
は
大
変
だ

と
思
う
が
、
基
準
の
利
用
者
に
と
っ

て
は
歓
迎
」
と
賛
成
意
見
が
聞
か
れ

た
。第

４
９
６
回
親
委
員
会
で
も
、
特

段
の
反
対
意
見
は
聞
か
れ
な
か
っ

た
。文

案
検
討

第
１
２
７
回
専
門
委
員
会

（
２
０
２
３
年
２
月
20
日
号
（
№

１
６
６
９
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
リ
ー
ス
会
計
基

準
、
同
適
用
指
針
、
設
例
の
文
案
検

討
が
行
わ
れ
た
。

設
例
に
つ
い
て
、
前
回
示
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
リ
ー
ス
の
識
別
に
つ
い

て
の
文
案
が
追
加
さ
れ
た
。
設
例
１

で
は
、
リ
ー
ス
の
識
別
に
関
す
る
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

＊　

第
４
９
６
回
親
委
員
会
で
、
事
務

局
か
ら
、
あ
と
数
回
の
審
議
で
公
開

草
案
の
公
表
議
決
を
諮
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
、
と
の
感
触
が
示
さ
れ

た
。
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2023年12月期・2024年３月期

IFRS適用会社の2023年12月期における第１四半期決算が、まもなく到来する。今
期は、IFRS17号「保険契約」の改訂や「単一の取引から生じる資産及び負債に係る繰
延税金」の改訂などの新たに強制適用される基準の影響を確認しておく必要がある。
また、現在公開草案が公表されているが、第２の柱モデルルールによる会計上の影響
についても、理解しておきたい。
そのほか、早期適用が可能な基準やアジェンダ決定の内容も含め、今第１四半期決
算の留意点を解説していただいた。
３月決算企業にとっては、2023年６月第１四半期に対応するものであり、３カ月
後の参考としていただきたい。

保険契約、負債の流動・非流動の分類等

今第１四半期から強制適用・
早期適用可能な基準の概要
用途制限のある要求払預金、本人・代理人等

IFRS解釈指針委員会の
アジェンダ決定の概要
BEPS2.0がもたらす会計上の影響は

第2の柱モデルルールに伴う
「法人所得税」改訂案の概要

IFRSの
第１四半期決算対策 金

　
　
融

日
銀
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験

を
開
始
へ

証
　
　
券

２
年
目
に
突
入
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
と
経
済・株
価

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2023年
２月17日

監査上の主要な検討事項
（KAM）の特徴的な事例と記載
のポイント2022

金融庁

本適用2年目を迎え、さまざまな記載の事例が蓄積されるなか、特徴的な
事例や記載のポイントをまとめたもの。KAMのボイラープレート化な
ど新たにみえてきた課題についてもコメントが付されている。
https://www.fsa.go.jp/news/r4/sonota/20230217/01.pdf

―

2023年
２月17日

品質管理基準報告書第１号等の
改正及び倫理規則の改正に伴う
財務報告内部統制監査基準報告
書、四半期レビュー基準報告書、
保証業務実務指針及び専門業務
実務指針の改正（公開草案）

JICPA

監査事務所等の品質管理に関する品質管理基準報告書1号、2号の改正・
公表、倫理規則の改正に伴い、財務報告内部統制監査基準報告書、四半期
レビュー基準報告書、保証業務実務指針および専門業務実務指針につい
て所要の見直しを行うもの。コメント期限は3月3日。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20230217eaa.html

―

日
銀
は
２
月
17
日
、
中
央
銀
行
デ

ジ
タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）
に
関

す
る
実
証
実
験
と
し
て
進
め
て
き

た
「
概
念
実
証
」
を
当
初
予
定
ど
お

り
３
月
に
終
了
し
、
４
月
よ
り
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
実
験
」
を
実
施
す
る
と
発

表
し
た
。「
概
念
実
証
」
段
階
で
は
、

基
本
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
技
術
的
に

実
現
可
能
か
を
確
認
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
が
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
実

験
」
で
は
、
中
央
シ
ス
テ
ム
か
ら
、

仲
介
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
仲
介
機

関
シ
ス
テ
ム
、
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
デ

バ
イ
ス
ま
で
を
一
体
的
に
実
装
す
る

も
の
を
構
築
す
る
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
銀
行
の
勘
定
系
シ

ス
テ
ム
な
ど
に
接
続
し
、
入
出
金
や

送
金
な
ど
の
取
引
を
検
証
す
る
。
こ

の
仲
介
機
関
シ
ス
テ
ム
に
は
、
銀
行

の
み
な
ら
ず
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
な
ど

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業
者
な
ど
の
参

加
も
募
る
。
店
舗
や
消
費
者
が
対
象

と
な
る
実
取
引
は
除
外
さ
れ
る
も
の

の
、
そ
れ
以
外
は
実
際
の
取
引
を
想

定
し
た
実
験
と
な
る
。

今
後
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
を
進
め
る

な
か
、
最
大
の
課
題
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
問
題
だ
。
デ
ジ
タ
ル
通
貨
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
取
引
が
行
わ
れ

る
た
め
、不
正
ア
ク
セ
ス
や
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
暗

号
化
技
術
の
強
化
、
２
要
素
認
証
の

導
入
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
の

強
化
、
不
正
ア
ク
セ
ス
検
知
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
強
化
が
不
可
欠
の
課
題
だ
。
将

来
は
、
消
費
者
と
実
取
引
す
る
企
業

へ
の
普
及
も
問
題
に
な
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
は

進
ん
で
い
る
が
、
全
国
ど
こ
で
も
通

用
す
る
と
い
う
レ
ベ
ル
に
は
依
然
ほ

ど
遠
い
。
消
費
者
側
も
、
現
金
を
使

い
慣
れ
て
い
る
高
齢
者
や
低
所
得
者

な
ど
の
社
会
的
弱
者
が
不
便
を
強
い

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
で
は
、
店
舗
や

消
費
者
の
段
階
は
対
象
外
だ
が
、
中

央
の
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、
実
際
に
取

引
が
行
わ
れ
る
店
舗
と
消
費
者
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
普
及
の
問
題
を
考
慮

せ
ね
ば
問
題
が
生
じ
る
。
日
銀
は
現

時
点
で
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
導
入
を
決
定
し

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｄ
の

実
証
実
験
に
加
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
の
普
及
啓
発
活
動
や
決
済
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
な
ど
の
問
題
も
重
要
な

課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
世
界
の
経
済
・
株
式
市
場

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
展
開
、
各

国
の
コ
ロ
ナ
禍
と
の
闘
い
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
経
済
を
動
か
す
う
え
で
は

異
例
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
た
め
、

経
済
活
動
の
現
状
分
析
、
将
来
予
想

が
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
つ
い
に
開
戦

２
年
目
に
突
入
し
た
。
今
や
ロ
シ
ア

対
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

残
念
な
が
ら
停
戦
の
可
能
性
は
ま
っ

た
く
う
か
が
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
春
先
に
は
ロ
シ
ア
の
大
攻
勢
の

予
想
が
強
ま
っ
て
お
り
、
勝
敗
の
行

方
を
左
右
す
る
戦
闘
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。

戦
争
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原

材
料
需
給
を
混
乱
に
陥
れ
、
イ
ン
フ

レ
が
加
速
し
、
消
費
需
要
に
打
撃
を

与
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
企
業
の
投

資
活
動
も
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
た
だ
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
伴

う
経
済
活
動
の
政
策
的
な
抑
制
解

除
・
緩
和
が
世
界
的
に
広
が
っ
て
き

た
た
め
、
戦
争
に
よ
る
需
要
減
退
を

カ
バ
ー
す
る
形
に
な
っ
た
。

昨
年
来
、
世
界
の
国
々
の
成
長
率

見
通
し
は
下
方
修
正
を
繰
り
返
し
て

き
た
が
、
景
気
後
退
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
２
２
年
は

ほ
と
ん
ど
の
国
の
株
価
が
年
間
安
値

(

年
末
の
株
価
が
前
年
末
の
株
価
を

下
回
る)

を
記
録
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
数
十
年
振
り
と

い
う
高
水
準
に
達
し
た
イ
ン
フ
レ
と

中
央
銀
行
の
利
上
げ
政
策
に
よ
る
消

費
や
設
備
投
資
、
住
宅
建
設
の
減
少

で
、
多
く
の
国
が
景
気
後
退
に
陥
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
な
か

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
２
月
中
旬
に
発
表
さ

れ
た
米
国
経
済
の
１
月
実
績
は
予
想

以
上
に
米
景
気
の
強
さ
を
示
す
も
の

が
多
か
っ
た
。
イ
ン
フ
レ
は
前
年
同

月
比
で
沈
静
化
持
続
と
な
っ
た
が
、

事
前
予
想
の
数
字
よ
り
悪
く
、
株
式

市
場
の
評
価
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
雇
用
は
好
調
さ
が
目
立
ち
、

新
規
就
業
者
数
は
事
前
予
想
よ
り
大

き
く
増
加
し
、
失
業
率
は
前
月
よ
り

さ
ら
に
低
下
し
た
。
こ
れ
で
は
、
株

式
市
場
の
期
待
す
る
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利

上
げ
政
策
へ
の
転
換
は
ま
だ
先
の
こ

と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
ど

う
展
開
す
る
か
に
よ
っ
て
、
世
界
の

経
済
も
株
式
市
場
も
予
想
外
の
動
き

を
み
せ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。


